
⑥メインルートの三方活栓のキャップを
外し、 消毒綿で拭く

⑦三方活栓内の空気を抜く
⑧三方活栓にシリンジポンプ側の延長チ

ユーブを接続する

⑨メインルートの滴下数を確認する

⑩三方活栓を開く

⑪注入開始ボタンを押し、シリンジボンプ
が送液を開始したことを、送液ランプの

点滅で確認する

⑫正しく送液されていることを声に出し、
指差し確認する

5)患者に声をかけ、 退室する
6)開始10～15分後に1回、 その後は1

時問に 1 回、輸液量、 患者の状態を確

認する

観塞互△ 
電源、 シリンジ、 シリンジボンプ、輸液

ボトル、輸液ライン、刺入部、全身状況、

患者生活状況など

0Ξ方活栓の向きを患者側が止まるように
変え、 シリンジポンプ側を開ける。三方活栓

内に点滴の液を満たした後、輸液チユープを
つなぐ

・途中で他の患者から声をかけられる恋どの

場合、緊急時以外は、業務を中断をせずに他
の看護臓員を呼んで対応してもらう

正しいアラーム対処ができる

《三方活栓による閉塞の場合》

1)アラームが鳴ったら、アラーム表示を確

認する

2)ブザー停止ボタン(アラーム停止ボタン)

を押す

3)閉塞部位(三方活栓、 ルート圧迫恋ど)

を確認する
4)三方活栓を閉じたまま、下にアルコール
綿などを置き、三方活栓と延長チユーブ

の接続部位を外し、過剰恋薬液を除去す

る

5)内圧を下げてから再度接続し、三方活栓

を開放する
6) スタートボタンを押す

輸液中にシリンジを新しく交換する

ストップボタンを押し三方活栓を閉じ

る

使用済みのシリンジをシリンジボンプ

から外す
新しいシリンジをシリンジポンプにセ

ツトし、 延長チユーブを接続する
流量設定を確認し、三方活栓を解放する
スタートボタンを押す

2)

3)

0異常の早期発見ができる

輸液ルートは、 注射器→ボンプの表示→

延長チユープー三方活栓(接続してある
場合)→延長チユーブ→留置針刺入部と

全ルート、 および電源の確認を習慣づけ

る

4)

5)

◎輸液中にシリンジを新しく交換する
過剰投与の防止方法を確認する

ボンプから注射器を取り外す時、三方活

栓が開放されたままだとフリーフロー

となり、過剰投与の危険があること力鰹

解でき、 安全に交換することができる

3
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4. 終了 0異常の早期ができる

1)ストップボタンを押しΞ方活栓を閉じる

2)患者に輸液の終了を説明し、 退室する

5. 実施記録をする

シリンジから接続・刺入部位までルート

を確認し、 閉塞部位を探す

過剰投与の防止方法を確認する

輸液ポンプの項参照



輸液 シリンジポンプチエックリスト

目標到達期間

1 基本的知識

①輸液シリンジポンプを使用時、誤った注入量の設定が致死的
恋事故を引き起こすことが理解でき、 安全面のルールを述ベる
ことができる

②輸液シリンジポンプを使用時、専用輸液セット注射器があ
ることが理解できり、準備することができる

③ライン複数挿入時は投与経路を間違える可能性があることが理
解でき、 安全面のルールを述ベることができる

④指示された薬剤が輸液シリンジポンプを使用する理由を述ベ
ることができる

⑤輸液シリンジボンプのアラームの見方と対処方法を述ベるこ
とができる

⑥輸液シリンジポンプ使用中無停電コンセント1こ接続する意味

を述ベることができる

⑦落下の危険がないように輸液・シリンジポンプの固定を安全に
実施することができる

⑧輸液シリンジボンプ使用中電源が確保されているか確認する
ことができる

⑨輸液シリンジボンプが交流電源と電源バッテリーの区別をす

ることができる

⑩輸液シリンジボンプのバッテリーの充電の量を確認すること

ができる

2. 準備

①注射指示書で、患者氏名薬剤名投与量投与方法投与詩
問投与速度を確認することができる

②流水と石けんで手洗いを十分に行うことができる

③必要物品が準備できる

④ポンプが正しく作動するが確認すること力やできる

3. 実施

①患者ヘのあいさつ、声かけを行うこと力やできる

②患者氏名の確認をフルネームで行うこと力やできる

③輸液シリンジボンプ使用にあたって患者にわかりやすい説明

を行い、同意を得ることができる

④患者状態の観察、アセスメントができる

⑤安全正確に輸液シリンジポンプから輸液を開始することが

できる

⑥輸液シリンジポンプを使用する時、ルートや注射器を確実に

セットできる

⑦指示通りの正確恋点滴速度の設定ができる

◎ 一人でできる

3ケ月～6ケ月

確認項目

0

氏名 (
支援があれぱできる

実施

月日

自己

評価

他者

評価

 

 

 

 

 

 


